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学位論文内容の要旨

  節足動物門，．蛛形綱，ダ二目，ホコリダ二科′Farsonemidaeは，農林業上

の害虫を多く含み，また菌食，捕食性種をも包含する大きな分類群である．こ

のダニは微小な農林害虫としてよく知られるハダニ類に比べ，さらにその数分

の一（体長100マイクロヌ一夕一以下）と，肉眼でその存在を確認できないサイ
ズをもつことから，分類，生態研究は大幅に遅れている，しかし，一方では，

野菜を中心に，ホコリダ二類によるとされる被害が，近年数多く報告されるよ

うになってきた．その一例，チャノホコリダこは，チャの若葉や果菜類の生長
点付近に寄生し，それらの植物の生長を著しく阻害することが知られている・

また，イネに寄生するスジブトホコリダニの被害も報告されるようになってき
ている，しかし，これらは実際のホコリダ二類による被害のごく一部に過ぎず，

病害とみなされていた作物被害の中に，このダニによるものが数多く含まれて

いると考えられている．また，ホコリダ二類は植物寄生性のハダ二類，フシダ
二類およびそれらの天敵ダ二類とともに，作物を含む多くの植物の葉の表面に

1つの半ば閉じたマイクロコミュニティ－（群集）を形成しているため，モデ
ルシステムとしてそれらの相互作用解明が生態学的に注目され始めている．

  本論文では，第1章において，福建省を中心とした中国東南部および日本に

分 布す るホ コリダ 二科 ，Neotarsonemoides triquetrus，Xenotarsonemus
1igula，Xenotarsonemus  il)icangulus，  Stenotar〇n．emuS  J〔）ngfCのpuS，

S絶門e〇ぬrSの1emuSS口pa，D甜（ゴ甜〇－ぬrSのユemuSd起打ぬLD甜匸たd〇ぬrS〇nemuS
匸；〇門ユu亡uS，  D甜匸脚〇ぬrS〇門emuS  dLI〇ぬme仏，  瓰rSのユemuS  MカamuS，

m一 S〇 nemuspraedaめガusの5属 10種を 新種 とし て記載 した．中でも，特

筆すべきは，丁praedaめロusという日本産のホコリダ二（和名：ササモリホ
コリダ二）の発見である．全世界で500種以上知られているホコリダニの中で

わずかに数種，また日本ではじめて確認された捕食性の種である．このホコリ
ダニは，日本においてはスゴモリハダこ種群の天敵であり．同種群のハダニで

中国において大発生し，モウソウチクに重大な被害をもたらしているナンキン

スゴモリハダニの天敵としても有望だと考えられる，今後，その中国への導入



を視野に入れた生態および応用的研究が待たれる．
    第2章では，長年にわたるホコリダ二類の分類研究の集大成を兼ねて，全
世界で記載されたホコリダ二科，3亜科，40属，529種の記載を再検討し，上
位分 類群 の整理 統合 を試み ，本 科に， 新た にPseudacarapis属および
Crossacarapis属からなるPseudacarpini族(tribe)を提案した．また，従来
異なった属に配置されていた複数の種について，それらが所属する属を変更し
た．これらの検討を基に，ホコリダニ科各族の検索，さらにそれぞれの族にお
ける属の検索表を提案し，最後に（1）同種異名の整理，(2)原記載論文の目
録作成，(3)当該種を扱った論文の目録作成を行って，現在にいたるまでの本
科の総合力夕口グを完成させた．
  前記のカタログ作成と併行して，ホコリダ二科の属，種の世界における分布
および生態的特徴を精査し，汎世界的に分布する属は少なく，40属のうちで世
界の全ての生物地理区（6区）に分布しているのは，6属(P（ガypカag〇ぬrS〔加emus，
S亡ene〇亡arS〇nemuS，D証く捌〇ぬrS〇nemuS，Fun餌亡arS〇nemuS，A・Carap佶およ
びTars〇ne．muS）にとどまることを明らかにした．これら6属は，いずれも農
業害虫種を含んでおり，人間の農業活動の発展に伴い，特定の種が作物ととも
に移動し，分布の拡大が起こったものであると考察された．一方，15属が1
つの生物地理区のみからしか報告されていないことが判明し，これらが，それ
ぞれの地理区における固有の歴史を反映しているものと考えられた．すなわち，
他rSan〇nychuSとHC〇ぬrS〇nemuSは東洋区のみから，〇めぬrS〇nemuSは
旧熱帯区から，Afセfh〇enemus，Asめc〇rぬrS〇・nemusおよびSusk珀はオース
トラリア区のみから，へb〇denむ℃pfusは新北亜区から，F．bcカmlannus，
FIara亡arS〇門emeJぬ，AmCOrぬrs〇nemuS，E〇亡arSOnemuS，F｝Seud〇ぬrS0nemuS
およびCr〇SSacarapぬは新熱帯区，さらに瓰rS〇nemeJ亅aとSuCCarS〔冫nemuS
がェチオピア区のみから見いだされた，これらをみると，温暖な地理区におい
ては固有の属が多く，逆に寒冷な地理区では固有の属が少ないという傾向が認
められた．これらは，他の多くの動物においてもみとめられる傾向である．特
にホコリダニ類のような移動性に乏しい生物においては，熱帯のように生息場
所，動植物の種多様性の高い環境においては種分化が促進され，多くの固有な
分類群が生まれるという一般的な傾向が，顕著に現れていると考えられた．
    さらに，ホコリダ二40属の6つの生物地理区における分布データをもとに，
ホコリダニ相の各生物地理区間の類似性（共通性）をシンプソンの指数によっ
て比較した結果，例えばェチオピア区がオーストラルア区および新北亜区と
80％の共通性を示しているのに対して，東洋区および新熱帯区とは70％，さ
  らに旧熱帯区とは60％と類似性が下がる傾向が示された．また，東洋区と新熱
帯区との類似性は，他のどの組み合わせよりも低く，47％の属が共通するにと
  どまっていた，これらを，各生物地理区の現在の位置関係，すなわち距離から
解釈すぺきか，あるいは古大陸の分離，移動（ゴンドワナ，口ーラシア古大陸
等）から理解すべきか，議論の分かれるところであるが，現在までの分析結果
  は ， む し ろ 後 者 を 支 持 す る 傾 向 を 示し て い る こ と が 興味 深 い ．
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主査  教授  齋藤  裕

副査  教授  諏訪正明

副査  教授  前川光司

副査  助教授  高久  元（北海道教育大学）

副 査   助 教 授  Zhang Zhi-Qiang
    (Landcare Research，New Zealand)

    学位論文題名

TaxonomlCStudieSOntarSOnemidmiteS

WithSpeClalrefもrenCetotheCata10gue

  Off・amilyTarSOnemidaeoftheWOrld

    （ホコリダニ類の分類学的研究および

    世界のホコリダニ科記載種目録の作成）

  本論文は、図表を含め323ベージからなり英文で書かれている。他に参考論文16編

が添えられている。

  第1章において，福建省を中心とした中国東南部および日本に分布するホコリダ二科，

ヘreotarsonemojdeS  けfque打uS，  Xen〇ぬrSOnemuS  Eguぬ，  Xen〇ねパ〇・nemuS

bぬnguJuS，S絶n〇ぬrS〇nemuSJ〇n餌C〇r．puS，S絶ne〇ぬrS〇nemuSSHpa，D甜く捌〇一

ぬrS〇nemuSd起亜ぬLDaJ匸ぬめぬrs〇nemuSCm】umS，DajCぬわぬrs〇nemuSdu〇ぬn】eぬ，

TarS〇nemuSbmamuS，nrS〇nemuSpraedaf捌 uSの5属10種を新種として記載し

た。中でも，特筆すべきは，丁prae〔ぬ亡〇ガ峪という日本産のホコリダ二（和名：ササ

モ1」ホコリダニ）の発見である。全世界で500種以上知られているホコ1」ダニの中で

わずかに数種，また日本ではじめて確認された捕食性の種である。このホコ1」ダニは，

日本においてはスゴモリハダ二種群の天敵であり。同種群のハダニで中国において大発

生しモウソウチクに重大な被害をもたらしているナンキンスゴモリハダニの天敵として

も有望だと考えられる。今後，本種の中国への導入を視野に入れた生態および応用的研

究が待たれる。

    第2章では，長年にわたるホコリダ二類の分類研究の集大成を兼ねて，全世界で記

載されたホコリダ二科，3亜科，40属，529種の記載を再検討し，上位分類群の整理

統合を試み，本科に，新たにPseud’acarapム属およびQりssacaraロs属からなる
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Pseudacarpini族(tribe)を提案した。また，従来異なった属に配置されていた複数

の種について，それらが所属する属を変更した。これらの検討を基に，ホコリダこ科各
族の検索，さらにそれぞれの族における属の検索表を提案し，最後に（1）同種異名の
整理，(2)原記載論文の目録作成，(3)当該種を扱った論文の目録作成を行って，現
在にいたるまでの本科の総合力夕口グを完成させた。
  前記のカ夕口グ作成と併行して，ホコリダ二科の属と種の世界における分布および生

態的特徴を精査し，汎世界的に分布する属は少なく，40属のうちで全ての生物地理区
（6区）に分布しているのは，6属(Poゆphag〇ぬrS〇nemuS，Sfene〇魎rS〇nemuS．
Dajdaわ亡arS〇nemuS，Fun餌farS〇nemuS，Acarapぬおよび乃rS〇nemuS）にとどまるこ
とを明らかにした。これら6属は，いずれも農業害虫種を含んでおり，人間の農業活動
の発展に伴い，特定の種が作物とともに移動し，分布の拡大が起こったものであると考
察された。一方，15属が1つの生物地理区のみからしか報告されていないことを示し，
これらが，それぞれの地理区における固有の歴史を反映してることを明らかにした。
  本研究では，害虫種を含む多数のホコリダニの種を発見・記載し，また作成された世
界のホコリダ二科総合力夕ログは，今後の本グル―プの研究に重大な貢献をするものと
判断された。
  よって，審査員一同は林塑貞が博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有する
ものと認めた。


